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2014 年 3月 15 日（土）芝浦工業大学男女共同参画推進シンポジウム
　芝浦工業大学豊洲キャンパスにて「男女共同参画推進シンポジウム」が開催されました。
シンポジウムでは、教職員や女子学生から見た芝浦工業大学の全学意識調査報告や、芝浦工業大学における男
女共同参画の現状と課題および今後の取組についての各学部長・大学院研究科長によるパネル討論が行われま
した。
　また、「女性研究者の飛躍に向けて」と題し、芝浦工業大学の村上雅人学長と本学の北澤宏一学長による対
                                                  談が行われました。対談の中で、北澤学長は「男女共同参画は、憲法第 14 条で定められている権利なのです。
                                                  ニーズがあるからやるのではなく、男女のどちらも、自分の人生の目標に向かう権利があります。日本で男女
                                                  共同参画を進めるためには、男性がもっと憲法第 14 条を意識しなくてはいけないと思います。このままでは、 
                                                  日本は世界中から取り残されてしまう。大学でどうしたらこの成果があがるか、じっくりと考えていきたい。」
                                                  と男女共同参画推進についての考え方を述べられました。
本学では、2009 年より 3年間、文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に「工学
系イノベーションの男女共同参画モデル」をテーマとして、事業を進めてきました。
　芝浦工業大学は、2013 年に採択され、大学のさらなる発展に不可欠なダイバーシティ ( 多様性 ) 拡大の一
環として、男女共同参画の推進を図っています。村上学長からは、「今後は、他大学の良い例を参考に、見本
にしていくことが重要だと考えています。今後も連携していきましょう。」と、男女共同参画の取組について
共に推進していくことを約束しました。
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◆2/26　 井上泰日子先生 Social ゼミ開催
　知識工学部経営システム工学科の井上泰日子先生を講師にお迎えし、
Social ゼミを開催いたしました。本企画は、講義やディスカッション
を通し、「男女共同参画」「ダイバーシティ」というテーマがこれから
の社会を考える上で、大切であるということを理解してもらうことを
目的としています。
講師の井上先生は、日本航空人事部研究開発部長も務められ、55 か国
以上もの国を訪問されるなど海外でのご経験も豊富です。海外での駐
在経験などを通して、『ダイバーシティ・男女共同参画の未来』をテー
マに、ダイバーシティという言葉の意味、男女共同参画の現状や社会
背景、マーケティングの観点から解説がありました。
　後半は、「クオーター制についてどう思う？」「夫は外で働き、妻は
家庭を守るに賛成？反対？」という 2つのテーマを設け、ディスカッ
ションを行いました。どちらのテーマでも、賛成意見・反対意見共に
多数の意見が出ました。まとめとして学生たちからは、男女共同参画
というテーマは、様々な立場の人が、様々な観点から考え、議論する
必要があるとの意見が多く出ました。最後に、井上先生からダイバー
シティの視点を身につけるためにも、「外国に積極的に出かけよう！」
「多様な価値観を理解しよう！」と学生に
向けて応援メッセージが送られました。
第 1回・第 2回と講師を務めてくださっ
た井上先生が、残念ながらこの 3月いっ
ぱいで退職されましたが、2回のゼミを
通して学生達は男女共同参画について、
多くを学んでくれました。
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◆３/７　小川順子先生　最終講義
　男女共同参画室の前身である、 女性研究者支援室室長を

務められた小川順子先生の最終講義が行われました。

最終講義は「男女共同参画と原子力」というテーマで小川

先生の豊富なご経験を踏まえてお話をいただきました。

世界的にみると日本はまだまだ男女共同参画に遅れを取っ

ているのが現状です。小川先生がこれまでに積み上げたも

のを基礎に、更に発展できるよう男女共同参画室は一層努

力していこうと思います。

■平成20年6月16日
学長直轄の委員会設置のための男女共同参画準備会を設置

■平成21年7月　
東京都市大学男女共同参画委員会および東京都市大学女性研究者支援室（SOFERS）を設置
（東京都市大学男女共同参画委員会規程並びに東京都市大学女性研究者支援室内規制定）

■平成21年7月1日　
平成21年度文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に「工学系イノ
ベーションの男女共同参画モデル」のテーマで採択

■平成21年10月3日　
工学系イノベーションの男女共同参画モデル キックオフシンポジウム開催

■平成22年10月8日　
国際シンポジウム開催

■平成23年10月12日　
東京都市大学理工系女性卒業生大規模実態調査結果報告会開催

■平成24年2月15日　
成果報告国際シンポジウム開催

■平成24年4月
女性研究者支援室から男女共同参画室に室名を変更

東京都市大学は、平成２１年度より３年間文部科学省科学技術振興調整費「女性研究
者支援モデル育成」事業に「工学系イノベーションの男女共同参画モデル」をテー
マとして事業を進めてきました。平成２４年度からは、大学独自の取り組みとして、男
女共同参画の活動に取り組んでいます。

東京都市大学は、男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかか

わりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会を目指して

います。本学を巣立つ学生が男女問わず、自分自身や周囲の人が結婚・出産・育児などのラ

イフイベントを迎えた時に社会・職場・家庭で立ちはだかる壁を乗り越えられる人間、手

を差し伸べられる人間に育ってほしいと考えています。

本学は、2009 年度に文部科学省科学技術振興調整費の女性研究者支援モデル育成

事業に採択され、3 年間の事業の中で、女性が少ない理工系分野に女性研究者・女子学生

を増やし、皆が快適で過ごしやすい環境とはどのようなものか模索してきました。

男女共同参画室は、環境づくりの一環として、学生や教職員に男女共同参画の意識や

ワークライフバランスの感覚を育む活動を大切にしています。また、本学の70 年以上の

歴史の中で巣立ち、社会で活躍している女性卒業生の姿をロールモデルとして示すことに

より、学生や高校生のうちから将来をイメージする機会を作る活動にも力を入れて取り組

んでいます。

このような活動を通し、総合大学として、学生や研究者、そこで働いている男女が「共に

学び、共に働き、共に築く」都市大スタイルを目指していきます。

男女共同参画室 （世田谷キャンパス　2号館2階）
〒158-8557 東京都世田谷区玉堤１-２８-１
TEL. 03-5707-0104　FAX. 03-5707-1289　E-mail. sankaku@tcu.ac.jp
http://www.sankaku.tcu.ac.jp/　https://www.facebook.com/sankaku.tcu
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東京都市大学男女共同参画室は、様々な組織と連携をとり、男女共同参画の取り組みを進めていきます。
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　男女共同参画は日本国憲法第14条の「基本的人権」によって保証されるものです。

　その実現のために世界各国ともに種々の苦労を重ねて来ましたが、この20～30年の

間に大きな進歩がありました。障害を乗り越えた鍵となった展開は、欧州でも米国でも

“positive action”のしかけが明文化され、組織単位の規則として実行に移されることで

あったと思います。男女共同参画の観点において、我が国は遅れていることを認識し、先

進国を見習うことが大切です。

　本学においても“positive action”のしかけを構築し、女性研究者が研究分野におい

ても男女均等な待遇と公正な評価によってその職を継続できるよう、環境を整えていく必

要があります。女性研究者支援の取り組みを行うことで、自ずと男女共同参画の意識を

持った学生たちに育つことでしょう。東京都市大学が、私立大学の中で、男女共同参画の

モデル校となるよう活動を行っていきたいと考えています。
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共同参画 みんなでつくる意識・環境Pj

4つのPjを活動の柱として、

男女が活き活きと学び、

研究する環境を整えていきます。

女性研究者＋（PLUS）アクションPj
日本の研究者に占める女性の割合は、欧米先進国に比べるととても低い状況にあり、女性

研究者を増やすことが大切であると考えられています。本学では、女性研究者の増加とと

もに、昇進および大学運営における女性の参画促進を目的として、活動を行っていきます。

この活動により、本学の女性研究者がどの研究分野においても男女均等な待遇と公正な

評価によってその職を継続できるような風土を作っていきたいと考えています。

男女共同参画室体制の整備、学内ニーズの掘り起こしと認識共有および学生・教職員への

意識啓発を目的として、活動を行います。この活動により、学生・教職員の男女共同参画への

意識を高め、男女が共に学び、過ごしやすい大学を作っていきたいと考えています。

「働く」「暮らす」を考えようPj
学内のワークライフバランス関連の規則・環境の整備を行います。また、学生や高校生に、

多くのロールモデルを選択肢として示し、ライフイベントを含めた将来をイメージする機会

を作る活動に力を入れていきたいと考えています。この活動により、本学で過ごす人たちが

仕事と家庭を両立できる環境を整え、そうした環境の中で学ぶ学生が男女問わず、自分自身

や周囲の人が結婚・出産・育児などのライフイベントを迎えた時に社会・職場・家庭で立ちは

だかる壁を乗り越えられる人間、手を差し伸べられる人間に育ってほしいと考えています。

女子の理工系分野への進学者は、男子と比べ圧倒的に少ない現状があります。今、社会では

理工系分野に女性の感性や視点を取り入れることが重視され、武蔵工業大学を前身とする

東京都市大学においても理工系学部に女子を取り入れることで、女子の社会進出に貢献し

たいと考えています。本学理工系学部に女子学生を増やすこと、および、科学体験教室を通

して、次世代の理系進路選択者を増やすことを目指して活動を行います。また、科学体験教

室などの活動に学生が主体的に取り組むことで、学生と社会とをつなぐ接点となり、学生自

身の成長の場としても大切な役割であると考えています。この活動により、社会で活躍する

理工系女子を増やし、育てていきます。

伸ばそう「リケジョ」Pj

●オープンキャンパスなどのイベント時に、相談

コーナー、女子高校生と女子学生によるパネ

ルディスカッションなど女子高校生への情報

提供を行っています。

オープンキャンパスでの女子応援コーナー

●将来のキャリア設計と結婚・出産・子育てと

いったライフイベントとの両側面から、ロール

モデルセミナーや交流会などを行っています。

女性卒業生によるロールモデルセミナーや交流会
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・ニュースレターの発行

・学生対象ニーズ調査

ライフイベント
「働く」「暮らす」を

考えようPj
・両立支援

・ロールモデルセミナーの整備

・イクメン推進活動

・女性研究者支援体制の整備

力をつける

伸ばそう「リケジョ」Pj
・小中高校生への体験型イベント

学内ゼミの開催

働く女性と学生の交流会

企画展示

次世代の子供たちへの科学体験教室

■H23 実施 理工系女性卒業生
525名への実態調査結果

現在の勤務形態は、正規フルタイム勤務が

79％と高い数字
卒業直後の就職率だけでなく、その後も
高い有職率を維持。仕事にやりがいを見
出し、前向きに働く意欲の高い本学の卒
業生。社会で活躍しています！

 は、
女子学生のStep upをサポートします

中面

リーフレットが完成しました！
リーフレットが完成しました！男女共同参画室の

男女共同参画室にて配布しております。
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・2013/11/30　世田谷教育委員会主催の科学体験教室
・2013/12/21　東急キッズプログラムの科学体験教室
上記 2つの科学体験教室では「光ファイバーを使って
プラネタリウムを作ってみよう！」を行いました。

KBC の活動以外でも学生が活躍！！

・2014/2/25　南菅小学校で、3～ 6年生を対象に科
学体験教室を実施しました。
3・4年生は光の実験、5年生は音の実験、6年生は、
横浜キャンパス社会メディア学科小池先生の協力で、
ソーシャルロボット . マグボットの体験を行いました。

　昨年度から始めた科学実験教室の 1年の活動が終了しました！
科学実験教室は昨年 4月から始まり、今年 3月までに 19 店舗の学童保育で科学実験教室を行ってきま
した。
「男子も女子も、科学が大好きな子ども達を増やしたい」という想いから、科学実験教室を通して、子供達の科学技術・理科に対する
関心を高め、学習意欲の向上、創造性や知的好奇心・探究心の育成を目指しています。
この活動では、募集で集まった 19 名の学生達が準備から教室の実施まで、スタッフとして主体的に取り組んでいます。こうした活動
が、学生と社会とをつなぐ接点となり、学生自身の成長の場となると考えています。平成 26 年度の活動も 6月よりスタートする予定
です。 

◆実験を繰り返す中で最初の頃と比べて「緊張」がなく
　なり、進め方などが分かってきてスムーズに進めるこ
　とが出来ました。大学生活でも「人前で緊張する」と
　いったことも少なくなってきていて、この KBC の科学
　体験教室の活動が非常に役立ってきていると実感して
　います。
◆小学生に物事を伝える事はなかなかない貴重な体験なので、自分のパワー
　アップにつながると思います。これからも自分達で考え、来年度の活動を
　より良いものにしていきたいです。
◆子供達と何度か触れ合い、「自分は子供と同じような感性で日常を過ごして
　いる」という事に気付かされました。これから社会に出て生きていく上で、
　子供と同じ感性というのはマイナスになるかもしれない事ですが、逆にそ
　の感性を強みに物事にあたることができたら、よりよいのでは？という
　考えも生まれました。

【岡田室長より】男女共同参画室として、単発ではなく、同じ実験を 19 か所で行い、さらに学内の学年・学
部・学科を越えて、学生を集めて実施したことの意味は大きいと思います。話し方、相手側との現場でのや
り取りなど、学生はこの活動をスタートした段階から大きく成長しています。
実験準備・計画→実施→感想・反省→改善を 19 回繰り返す活動が、効果を発揮したのだと考えています。部
活動やサークル活動とも異なる、人に教える行為により、自らを見つめなおす機会が生まれているようです。

理心 心伝 平成 25年度 キッズベースキャンプ科学実験教室が終了！

■■参加した学生の感想■■

26 年度活動は 6月よりスタート！
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の感性を強みに物事にあたることができ
考えも生まれました。

■2014/4/2 　入学式

■2014/3/19 　卒業式

■2014/4/2 　入

■2014/3/19 　卒業式

■201 入学式2014/4/2 入201

これから社会で活躍する卒業生
に向けて、卒業を機に、自分自
身の働き方、社会の中での自分
のあり方、ライフプランなどを
改めて考えてみてほしい。とい
うメッセージを込めてチラシを
配布しました。

都市大に入学する学生に、男
女共同参画室や、参画室で行
われている活動を知ってもら
い、男女共同参画に興味や関
心を持ってくれる新入生が出
ることを願ってチラシを配布
しました。

■2014/3/27　日本原子力学会　　　　　　　　春の年会を取材しました！

　3月 26 日～ 28 日にかけて日本原子力学会 2014 春の年会が開催され
ました。
その中で、「未来を築く女性原子力人材の育成に向けた取り組み」と題
して、昨年 11 月 20 日に中部電力㈱と本学男女共同参画室の合同企画と
して開催された原子力女性技術者と本学理系女子学生との交流会につい
て、男女共同参画室の岡田往子室長が発表がしました。
発表の中では、学生からの感想や女性技術者から女子学生に向けて熱い
メッセージが紹介され、聴講者からは、今後もこうした取り組みを続け
ていくことが大切であるといった意見がありました。
今後の展開としては、大学、分野を広げて交流を図っていく必要がある
と考えています。
　同日開催された、同学会の男女共同参画委員会、原子力青年ネットワ
ーク (YGN) 連絡会、学生連絡会の合同セッションを取材させて頂きまし
た。原子力人材確保・育成のための具体策の一つとして－ロールモデル
集の作成－と題したパネルディスカッションが行われ、試作された原子
力・放射線業界版のロールモデル集をより魅力あるものとしていくため
に、企業で働く人、研究者、学生、男女の視点から様々な議論が活発に
行われていました。
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